
【木曽広域連合第６次広域計画】　パブリックコメントの結果について （募集期間：令和4年11月1日～30日）

項目
番号

項目名称 ご意見主旨 考え方、対応等

15 ごみ処理施設の設置及び管理
運営に関すること

○ ゴミ
　ゴミの分別をあまり厳密にしないでいただきたいです。
郡内での高齢化によって認知症などの症状が進んだ場
合に、厳密にゴミの分別ができなくなり、ゴミ屋敷となり、
行政コストが余計に必要になるからです。

　当広域連合では基本的にリサイクルできないごみは、燃えるご
み又は燃えないごみとしてごみステーションへ出していただくこと
が基本的な分別となります。ご家庭の事情により厳密な分別が困
難な方については、燃えるごみと燃えないごみの、できる限りの
分別で良いと考えています。
　徳島県上勝町では45種類の分別を行っています。木曽では約
20種類の分別をお願いし、３Ｒを基本としたごみ減量に住民のご
協力をお願いしておりますが、高齢化社会に伴い、町民と行政、
また町民同士の協力ができるよう研究を行ってまいります。

26 地域高度情報化施設の設置及
び管理に関すること

○　自主番組制作・番組内容の充実
　60代から80代がテレビの主な利用者だと考えますが、
20年後に利用者が減っていることは事実だと思いますの
で、テレビの設備に関しては視聴需要を見越して、設備に
関して購入ではなくレンタルできるものは利用を考えてく
ださい。
　郡内のイベントなどを撮影するなどしてコンテンツを充
実させることは否定しませんが、４Ｋ・８Ｋ映像にする必要
があるかは利用者の意見を反映させてください。
　映像の編集はスマートフォンで完結（撮影→編集→公
開）できるようなシステムを構築してください。

　人口減少に伴うテレビ設備のレンタル化の提案ですが、あくまで
もテレビ等は個人所有物と考えます。
　現在、木曽広域ケーブルテレビにおいてはＳＴＢ（ＢＳ・地上波放
送のチューナー）のみレンタルを実施していますが、それもケーブ
ルの光化以前はＢＳ放送が直接流せないため、別の周波数に変
更したものをご覧いただくための機材でした。
　よって、新たなレンタルは発生していません。
　直接、テレビに接続して視聴いただいています。
　自主放送の４Ｋ・８Ｋ対応については、ＮＨＫ・民放の地上波の４
Ｋ・８Ｋ化の予定は現在計画がありません。
よって、自主放送（12ｃｈ）の４K・８Kの予定はありません。
　画像編集については、テレビ用の編集のためスマートフォン等
での対応は難しい状況にあります。

26 地域高度情報化施設の設置及
び管理に関すること

○　ケーブルテレビホームページの内容充実
　行政手続のオンライン化
・ケーブルテレビ…各種書類オンライン申請化、口座振替
申請オンライン決済、契約変更手続き、相続
・葬斎・し尿・汚泥集約のオンライン予約
・介護保険の各種様式申請・届出オンライン化…住民が
使うところを優先（離れて暮らす子が郡外から申請するこ
とも想定）

○　アプリケーションサービスの提供・充実
・ごみカレンダーアプリ、分別アプリ

　各種オンライン申請については、現在国が提唱している「デジタ
ル田園都市国家構想」でも推進が求められており、令和４年度に
策定する「木曽広域自治体ＤＸ／ＩＣＴ利活用推進計画」において
も順次進めて行くこととしています。
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26 地域高度情報化施設の設置及
び管理に関すること

○　自治体ＤＸの推進によるケーブルテレビ業務の見直し
効率化
　マイナンバーを使用して、行政手続を行う場合に、ケー
ブルテレビのネットワーク使用を前提として行うのか、ス
マートフォン（携帯電話会社のネット回線）のどちらを優先
して行うことを想定しているのか？どちらを優先するかや
利用料金の設定によっては、年金生活者に対して、これ
以上の負担は不可能だと考えます。
　５Ｇ・６Ｇの料金・技術の趨勢を調査して、効率的で効果
的な施設と技術を導入してください。

　行政手続きのオンライン化については、申請端末については制
限または指定はしません。
　申請者が使用しやすい端末やネットワークを利用することになり
ます。
　５Ｇ／６Ｇについては、木曽広域でキャリア基地局を運営する予
定はありません。
　可能性としては、ローカル５Ｇとして独自ネットワーク配下での利
用が考えられますが、具体的には今後の検討となります。

26 地域高度情報化施設の設置及
び管理に関すること

○　伝送路網及び機器類、受診点検設備等の維持管理
　過去10年間に故障・トラブルでかかった費用・時間・人
員数を計算して、どこにどれだけかかったのかを調べて、
効率的で効果的に施設を運用できるように考えてくださ
い。
　設備を保守する会社の人数と年齢構成比を毎年確認し
てください。災害発生時における復旧作業のスピードが変
わるので。
　設備に関する部材の国内で生産されていないものの確
認…戦争などによって輸入ができなくなった場合にケーブ
ルテレビ施設の運用ができなくなるからです。
　設備導入に対して月額の電気代削減、省電力化…10
年前の月額電気代と比較して、コストがどれだけ増加して
いるのか検証してください。2023年4月以降電気代コスト
を試算して経費の増加を検証してください。

　過去10年（平成24～令和３年度）の修繕費の内、伝送路関係に
要した費用は611千円／年となっています。
　修繕内訳として多いのは、獣害による光ファイバーの断線です
が、現状その発生は一部地域に限られています（王滝村、南木曽
町蘭地区）。発生した箇所にはケーブルの被覆の厚い特性のも
のに交換する対策を講じています。
　ご指摘の保守委託先の人員に関する事項については、委託契
約に基づき対応を行っています。
　委託先の会社は、全国ならびに全県エリアで事業を実施してい
る事業者であります。
　保守部品については、すべてを準備することは困難ではありま
すが、設備更新計画によって順次交換等を実施しているところで
あります。
　電気代については現在、光化以前と比較して約50％減額になっ
ています。（ＨＦＣ:19,800→ＦＴＴＨ8,200／Ｒ３実績）

26 地域高度情報化施設の設置及
び管理に関すること

○　長期的な視野に立った管理運営体制研究
　住宅一軒に対して世代別年齢（10歳区切り）でマッピン
グして、平均寿命と比較→10年間隔で人口がどのように
変化するのかを見て、設備投資の計画を検討してくださ
い。郡内で5年で2,500人くらい人口が減少しているそうで
す。
　将来的にケーブルテレビ自体が合併されることも想定し
て設備の更新をしてください。
　郡内で民間が行っている光ファイバー網の仕様書も確
認してください。

　人口減少については、ご指摘のとおり抑制が効かない状況にあ
りますが、木曽を訪れる観光客や現在各町村で取り組んでいる
「移住」や「ワーケーション」といった施策効果によって減少の鈍化
に期待するところです。
　光ファイバーの更新については、電力線が一定期間で全面張
替えを行わない事と同様に木曽広域連合には平成17年度に敷
設したケーブルも現役として使用しています。更新計画にも全面
更新は考えていません。
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26 地域高度情報化施設の設置及
び管理に関すること

○　災害等を考慮した伝送路冗長化等
　森林整備
・ケーブルテレビの光固定回線を架線してある山林部分
を優先で間伐、整備
・熊剥ぎ防止テープを巻く【樹皮剥ぎ問題→枯死→集中
豪雨→山崩れ・倒木（架線してある電柱）→ケーブル切
断・電柱流失】
・２ルート化

　当広域連合の光ファイバーにおいても、一部の地域で獣害によ
る断線が発生しています。
　その対策としては、防護カバーや被膜の強固なものを使用して
対応しています。
　なお、長野県の林業施策に電柱等ライフラインの安全を目的と
した伐採に対する補助事業がありますが、これは市町村の要望
に基づき実施するものであるため、構成町村と連携を図りなが
ら、土砂崩落の危険回避に向けた計画的な伐採を推進してまいり
ます。

26 地域高度情報化施設の設置及
び管理に関すること

○　その他
　ケーブルテレビは将来ＩＰ化されるのですか？ＩＰ化され
るなら、家庭内でのＡＣアダプターのタコ足配線（情報端
末、ＯＮＵ端末、テレビブースター、ルーター、ＳＴＢ）にな
らないようにしてください。
　通信を高速化（ケーブルテレビＩＰ化のため）する場合に
ケーブルテレビの採算がとれるように料金プランの設計を
すると思いますが、ケーブルテレビ利用者に対して速度
に対する料金はどのくらいなら使いやすい（利用料＋回
線速度）かアンケート調査するなどしていただきたい。
　現在利用料金に対する支払い能力だけでなく、数十年
後、年金生活になった場合や一人世帯になった場合に支
払える料金設定を模索してください。
料金プランに関して、現在契約中のものより上の回線速
度を体験できる日を一年に一回とかできるなら、設けても
らいたいです。
　河川・橋に架線してある光ケーブルが損傷した場合に
復旧に係る費用・時間を検証してください。国・県とも相談
してください。
　河川改修はバランスをとって行ってください。極端に掘
削した場合に、橋脚部分が洗堀され橋が崩落する可能性
があります。【河川掘削→集中豪雨→橋脚洗堀→橋崩落
（１ルートしかないと早期復旧不可能）→架線電柱流失→
光ケーブル断線】

　テレビ放送のＩＰ化（インターネットプロトコル）については現在、
「ケーブルテレビ事業者のインターネットプロトコル（ＩＰ)を活用した
放送の在り方の検討」を開始したところです。
　その状況を注視していくことになります。
　家庭内の電源のタコ足については、各ご家庭でご対応ください。
　料金プランについては、国内のインターネットプロバイダーでお
試し利用は行っていません。
　必要であれば、大変恐縮ですが情報センターにお越しください。
　河川・橋に架線してある光ケーブルについては、その被害状況
にもよりますが、第一に橋についてはその所有者（管理者）が適
正な管理のもと運営されるものと考えます。
　よって、今回ご指摘の状況が発生するケースは稀な状況であ
り、実際には河川横断での敷設箇所はいくらでもあり、橋の流失
によるケーブルの破損例は少ないと考えます。
　今後、ご指摘の箇所の有無については調査してまいります。


